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青の煌
き ら

めきあおもり国スポ・障スポ実行委員会 

第４回警備・消防専門委員会 結果概要 

 

 

１ 日 時 

  令和５年１１月１５日（水）１０：３０～１１：３０ 

 

２ 場 所 

  青森県庁南棟２階中会議室 

 

３ 出欠状況 

  出席者８名（代理出席２名） 

   

４ 議事概要 

 （１）委員変更の報告 

    委員５名が変更したことを報告 

 

 （２）報告事項 

①第８０回国民スポーツ大会及び第２５回全国障害者スポーツ大会の開催地及び会期 

の決定について             

②青の煌めきあおもり国スポ・障スポ実行委員会の設置について   

③第８０回国民スポーツ大会準備経過 

④第８０回国民スポーツ大会青森県準備委員会及び青の煌めきあおもり国スポ・障スポ実 

行委員会決定事項 

⑤青の煌めきあおもり国スポ会場地市町村選定状況 

⑥青の煌めきあおもり国スポ警備・消防防災関係業務スケジュール 

⑦青の煌めきあおもり国スポ・障スポ開・閉会式会場等整備基本設計業務中間報告 

⑧視察概要（燃ゆる感動かごしま国体） 

 【質疑等】 

（佐藤委員）入場口でのカメラの試し撮りはどういった目的で行うのか 

   （事務局）  カメラとしての機能があることを確認するために行っている。 

 

（３）審議事項 

 ①青の煌めきあおもり国スポ・障スポ開・閉会式等自主警備業務実施計画 

 ②青の煌めきあおもり国スポ・障スポ開・閉会式等消防防災業務実施計画 
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 ③青の煌めきあおもり国スポ・障スポ開・閉会式等大規模災害・突発重大事案等対策業 

務実施計画 

【質疑等】 

（門間委員） まだ計画段階の話なので、これからになるかもしれないが、１点目として、現 

場での火災予防の査察等は計画されているのかということ。２点目として、消 

防隊が到着するまでの間、警備員又は関係者などが避難誘導を行うと思う 

ので、各エリアからどのように来場者を避難させていくのかということ。３点目と 

して、災害が発生した場合は、情報が錯綜するので、無線をどのように使って 

連絡体制を確立していくのかということ、以上 3点について伺いたい。 

（事務局）   質問のあった３点については、今年度業務の骨格を業務実施計画で定めた 

上で、来年度以降具体的な内容を警備計画書等という形で定めていく予 

定である。今いただいた御意見なども取り入れた上で具体に定め、来年度の 

専門委員会でお諮りしたいと考えている。 

（事務局）   来年度警備計画書等の中で詳細に揉んでいくことと合わせて、マンパワーの 

確保をどうするかということも含めて計画的に進めていきたいと考えている。また 

皆さんからご意見をいただきながら、計画書を作っていきたいと思うので、よろし 

くお願いしたい。 

（門間委員） 少し早い段階での話になってしまったが、要望という形で聞いていただければと 

思う。 

 

（佐藤委員） 基本的なことになるが、鹿児島国体の開会式はどれくらい人が集まったのか。 

満員だったのか。 

（事務局）   ほぼ満員であった。 

（佐藤委員） そうすると、青森会場だと何万人ぐらい集まる想定なのか。 

（事務局）   人数制限のない初めての国体が今回の鹿児島国体であった。選手・監督・ 

役員などを含めて栃木国体の約 1.5倍の入場者数であった。本県の場合だ 

と、鹿児島の競技場よりも規模が大きいので、これまでの実績からいくと、２ 

万 2000～3000人が来場することが想定されるので、万全な体制をとって 

いきたいと考えている。 

    （佐藤委員） 業務実施計画について、国スポの競技会は対象外という理解でいいのか。 

   （事務局）   国スポの競技会については、会場ごとに各市町村が計画を立てていくことにな  

             っている。また、国スポと障スポとでは、基本的な考え方は同じになるが、障害 

者の扱いなど細かい部分で異なってくるので、今年度の業務実施計画は同じ 

でも、来年度以降の詳細な計画書の段階になるとそれぞれ分かれていくという 

形になる。 
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（佐藤委員） 最後に、情報提供になるが、防災危機管理課で来年の 2月に図上訓練 

を予定している。それがいわゆる国民保護テロを想定した図上訓練になってお 

り、新青森県総合運動公園で国スポなどの大規模なイベントがあるときに、テ 

ロ事案が発生するという想定で行う予定である。後ほど警察や消防の方など 

にも案内を送付させていただく。ぜひ参加もしくは見学していただければと考え 

ている。 

 

（気田委員）要望のような形になるが、来年度警備計画書等を作成し、再来年マニュアルを

策定するというスケジュールになっているが、先ほど門間委員の方からお話もあっ

た通り、警察や消防の方々の知見や様々な制度等もあるので、密接に連絡を

取った上で作成等し、シミュレーションや訓練などを行い、問題点は見直して、

実効性のあるものをぜひ作っていただきたい。 

実際、例えば火災が起こった場合に報告書を策定する旨が規定してあった 

が、それを実際どのタイミングで作るかといったことや、場合によっては連絡を後 

回しにしないと間に合わないなど、様々なことが実際の現場で起こると思うの 

で、検証をしながら実効性のあるものにしていただければと思う。 

    （事務局） 計画を立てても実効性を伴わないと本末転倒なので、皆様と密接に意見を 

交わしながらどのようにこの計画を運用していくかということに力点を置いて対 

応していきたいと思う。忌憚のない意見をいただきたいと考えている。 


